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１２月１７日締め切り

　

杉
並
区
な
ど
地
方
自
治
体
の

会
計
は
、地
方
自
治
法
に
よ
り
、

４
月
１
日
か
ら
３
月　

日
ま
で

３１

の
一
年
度
の
歳
入
と
歳
出
を
現

金
の
動
き
と
し
て
記
録
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
財
産

や
借
金
な
ど
が
ど
の
く
ら
い
あ

る
か
が
わ
か
り
に
く
い
と
の
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今

回
、
民
間
の
企
業
会
計
の
考
え

方
を
取
り
入
れ
た
「
貸
借
対
照

表
」
を
作
り
、
区
の
土
地
や
現

金
、
基
金
な
ど
と
い
っ
た
区
民

の
皆
さ
ん
の
財
産
で
あ
る
「
資

産
」
や
、
地
方
債
な
ど
の
よ
う

な
借
金
で
あ
る「
負
債
」が
一
目

で
わ
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
使
わ
れ
た
り
時
間
が

経
つ
こ
と
に
よ
っ
て
施
設
な
ど

の
価
値
が
減
る
と
考
え
る
「
減

価
償
却
」
や
、
将
来
区
職
員
の

退
職
手
当
と
し
て
支
払
う
べ
き

金
額
を
見
込
ん
だ
「
退
職
給
与

引
当
金
」
な
ど
を
考
慮
し
た
区

の
財
政
状
態
は
、
今
回
の
貸
借

対
照
表
で
初
め
て
わ
か
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

貸
借
対
照
表
に
よ
る
と
、
区

が
保
有
す
る
資
産
総
額
は
五
二

一
二
億
一
七
三
七
万
円
で
、
負

債
総
額
は
一
三
八
三
億
二
二
八

〇
万
円
で
す
。
こ
れ
を
区
民
一

人
当
た
り
で
見
る
と
、
資
産
は

約
一
〇
二
万
円
、
負
債
は
約
二

七
万
円
に
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
資
産
の
内
訳
を
見
て

み
る
と
、
そ
の
約　

％
は
、
一

９０

年
以
上
に
わ
た
っ
て
保
有
・
利

用
す
る
資
産
の
う
ち
建
物
・
土

地
や
物
品
と
い
っ
た
有
形
の
も

の
で
あ
る
「
有
形
固
定
資
産
」

で
す（
図
１
）。
こ
の
有
形
固
定

資
産
の
う
ち
の
大
半
は
、
処
分

が
難
し
い
区
の
庁
舎
、出
張
所
、

集
会
施
設
、
高
齢
者
施
設
、
保

育
園
、
公
園
な
ど
の
「
行
政
財

産
」が
占
め
て
い
ま
す（
図
２
）。

　

一
方
、
負
債
の
約　

％
は
地

６５

方
債
で
す（
図
３
）。こ
れ
は
、学

校
な
ど
を
建
設
し
た
り
、
減
税

分
を
補
て
ん
な
ど
す
る
た
め
に

発
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

区
で
は
本
年
度
か
ら
、
民
間

の
経
営
感
覚
を
取
り
入
れ
た

「
事
務
事
業
評
価
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
事
業

の
有
効
性
・
効
率
性
・
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
と
い
っ
た
視
点

か
ら
、
区
の
す
べ
て
の
事
務
事

業
を
点
検
す
る
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
「
事
務
事
業

評
価
制
度
」
と
「
貸
借
対
照
表
」

を
行
財
政
改
革
に
活
用
し
て
い

き
ま
す
。

　

な
お
、
杉
並
区
の
貸
借
対
照

表
に
つ
い
て
詳
し
く
お
知
り
に

な
り
た
い
方
は
、
「
杉
並
区
財

政
の
企
業
会
計
的
分
析
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
区
政
資
料
室

（
区
役
所
西
棟
二
階
）
ま
た
は

区
内
各
図
書
館
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、企
画
課
へ
。

貸借対照表（バランスシート）を作りました

区
の
資
産
と
借
金
が�

は
っ
き
り
わ
か
り
ま
す

区
で
は
、
こ
の
た
び
初
め
て
、
平
成　

年
度
末
の
「
貸
借
対
照
表
（
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
）」を
作
り
ま
し
た
。
こ

１０

れ
を
活
用
し
て
、
役
所
全
体
の
コ
ス
ト
意
識
を
高
め
、
中
・
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み

ま
す
。

図1　資産の部�
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図2　有形固定資産�

図3　負債の部�

財
政
状
態
を
わ
か
り
や
す
く

区
の
資
産
と
借
金
は
？

事
務
事
業
評
価
制
度
と

 
�
�
� 
あ
わ
せ
て
導
入

　
　

月　

日
、「
杉
並
を
美
し

１１

１３

く
す
る
会
」
主
催
の
学
校
ト

イ
レ
清
掃
に
参
加
し
ま
し

た
。
今
回
の
「
会
場
」
は
区

立
西
宮
中
学
校
の
ト
イ
レ

で
、
参
加
者
は
、
区
内
の
会

社
経
営
者
を
中
心
と
し
た
メ

ン
バ
ー
の
方
々
、
西
宮
中
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
お
父

さ
ん
、
お
母

さ
ん
、
そ
し

て
校
長
先
生

や
教
育
委
員

会
の
方
々
約

三
〇
名
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
の
会
の
掃

除
の
し
方
は
、「
た
か
が
ト
イ

レ
掃
除
、
さ
れ
ど
ト
イ
レ
掃

除
」
で
生
半
可
じ
ゃ
な
い
。

徹
底
的
だ
。
カ
バ
ー
ま
で
は

ず
し
て
蛍
光
灯
や
換
気
扇
を

ピ
カ
ピ
カ
に
し
、
壁
の
タ
イ

ル
を
き
れ
い
に
し
た
後
、
各

自
一
つ
ず
つ
の
便
器
を
受
け

も
ち
、
ナ
イ
ロ
ン
た
わ
し
と

 
雑
巾 
で
奥
の
方
ま
で
手
を
突

ぞ
う
き
ん

っ
込
み
、
こ
び
り
つ
い
た
尿

石
を
落
と
し
「
磨
き
上
げ

る
」。

　

一
つ
の
便
器
に
四
〇
分
。

最
初
、
そ
の 
臭 
い
と
汚
れ
に

に
お

少
し
腰
が
引
け
て
い
た
参
加

者
も
、
時
と
と
も
に
、
顔
を

便
器
に
近
づ
け
、
汗
び
っ
し

ょ
り
。
約
二
時
間
の
作
業
が

終
わ
る
こ
ろ
に
は
、「
自
分

の
」
便
器
が
妙
に
い
と
お
し

く
、
不
思
議
な 
爽
快
感 
と
充

そ
う
か
い
か
ん

実
感
が
残
り
ま
し
た
。
何
か

自
分
の
心
が
、
少
し
清
々
と

な
っ
た
感
じ
。

　

「
そ
れ
が
、
掃
除
に
学
ぶ

と
い
う
こ
と
」
と
代
表
者
の

言
葉
。
面
白
い
も
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

区
内
の
小
中
学
校
の
ト
イ

レ
は
、
い
つ
し
か
週
一
回
の

業
者
委
託

に
な
っ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、

教
育
の
あ

り
方
と
し

て
、
親
の

姿
勢
と
し
て
、
本
当
に
こ
れ

で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
私

は
、
親
も
子
ど
も
も
先
生
も

一
体
と
な
っ
て
、「
ト
イ
レ

が
日
本
一
き
れ
い
な
学
校
」

を
、
杉
並
に
一
つ
ず
つ
ふ
や

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

掃
除
に
学
ぶ

杉
並
区
長

　　　　　　　　〈賃借対照表〉（普通会計・平成１１年３月３１日現在） ���� （単位：千円）
負債の部 資産の部 

　流動負債   　流動資産
６，３０８，９３６　　一年内償還予定地方債４，６７７，８７０　　現金及び預金
３７５，１５３　　未払金８，４５３，３９９　　財政調整基金

１，６４０，５００　　地域振興券交付事業費預り金６，９１１，３２３　　収入未済額
８，３２４，５８９　　流動負債合計△ ４６９，９７０　　貸倒引当金

　固定負債１９，５７２，６２２　　流動資産合計
８３，２５０，６０５　　地方債　固定資産
２，４３３，７４３　　長期未払金　（有形固定資産）
４４，３１３，８６１　　退職給与引当金　　物　品
１２９，９９８，２０９　　固定負債合計１，３４６，１７８　　　器具備品及び車両運搬具等
１３８，３２２，７９８　負債合計６３３，８５５　　　文化財及び美術工芸品
３８２，８９４，５７４　正味財産合計１，９８０，０３３　　物品合計

　　普通財産
８６２，７１７　　　建　物
１，５３３　　　立　木

１３，９９２，３０２　　　土　地
１４，８５６，５５２　　普通財産合計

　　行政財産
１００，１８９，０１２　　　建　物
１，２４８，５４２　　　工作物
１７９，０６７　　　立　木

３５１，１９３，３１３　　　土　地
４５２，８０９，９３４　　行政財産合計
３，１４１，２１６　　建設仮勘定

４７２，７８７，７３５　　有形固定資産合計
　（無形固定資産）

２４０　　地役権
２４０　　無形固定資産合計

　（投資その他の資産）
３，４１８，９６６　　投資及び出資金
４，２７７，６５７　　長期貸付金

　　基　金
１２，０２８，９８８　　　積立基金
１，０５０，０００　　　定額運用基金
７，０００，０００　　　用地取得基金
２０，０７８，９８８　　基金合計
１，０８１，１６４　　差入保証金
２８，８５６，７７５　　投資その他の資産合計
５０１，６４４，７５０　　固定資産合計

５２１，２１７，３７２　負債・正味財産合計５２１，２１７，３７２　資産合計

（注）１.普通会計とは、地方財政状況調査（決算統計）で、地方公共団体相互間の比較や時系列比較が
可能となるように、国民健康保険事業会計、老人保健医療会計等一定の範囲の事業会計を除外
し、残りの会計を総合して一つの会計にまとめたものを言います。２.この表のほかに道路・橋
りょうに係る資産４１７億６３０９万円（昭和４５年度以降の累積投資額）があります。

�貸借対照表（バランスシート）とは？
　貸借対照表とは、資産や借金など、ある
時点での企業の財政状態を明らかにするため
の会計報告書です（杉並区の場合は年度
末の３月３１日時点）。
　表の左側には現金や土地・建物など、ど
のように資金を運用したかを示す「資産の
部」が記載され、表の右側には支払手形や
借入金などの「負債の部」と資本金などの
「資本の部」を記載して、どのように資金を
調達したかが示されています。この左右の表
の合計金額が必ず一致するため、バランスシ
ートと呼ばれます。
　区の場合は民間企業ではありませんので、
「資本の部」は記載せず、かわりに「資
産」と「負債」の差額を「正味財産」とし
て記載しています。

流動資産…現金、預金、一年以内に現金
にできる債権など
有形固定資産…一年以上にわたって保有・
利用する資産のうち、物品や建物・土地な
ど有形のもの
無形固定資産…一年以上にわたって保
有・利用する資産のうち、地上権など法
律で保護された権利等で無形のもの
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�
住
み
よ
い
居
住
環
境
の
整
備

の
た
め
に

…
一
〇
億
九
六
一
一
万
円

◇
民
間
か
ら
の
借
上
げ
に
よ
る

高
齢
者
住
宅
の
確
保

◇
住
宅
修
築
資
金
融
資
の
あ
っ

せ
ん
の
拡
充

◇
市
街
地
の
民
間
再
開
発
助
成

な
ど

�
道
路
･
交
通
体
系
の
整
備
の

た
め
に

…
三
六
億
七
九
一
五
万
円

◇
南
北
交
通
の
調
査
・
研
究

◇
都
市
計
画
道
路
の
改
良
の
た

め
の
用
地
取
得

◇
道
路
の
路
面
改
良
や
狭
あ
い

道
路
の
拡
幅
整
備
な
ど

�
災
害
に
つ
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に

…
三
億
八
四
三
七
万
円

◇
総
合
的
治
水
対
策
の
一
環
と

し
て
区
道
・
区
施
設
の
透
水

性
舗
装
や
民
間
浸
透
施
設
の

助
成

◇
防
災
対
策
の
推
進

◇
不
燃
化
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

な
ど

�
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に

…
八
億
二
三
八
八
万
円

◇
既
設
公
園
の
改
修

◇
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

◇
水
の
み
ち
整
備

◇
み
ど
り
の
保
護
、
育
成
、
普

及
・
啓
発
な
ど

�
景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に…

四
七
二
九
万
円

◇
公
衆
便
所
の
改
築

◇
ま
ち
か
ど
修
景
整
備

◇
架
空
線
の
地
中
化
な
ど

�
区
域
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に…

一
億
四
六
七
八
万
円

◇
地
区
整
備
計
画
の
推
進

�
児
童
の
す
こ
や
か
な
成
長
の

た
め
に

…
四
億
九
〇
万
円

◇
児
童
館
の
改
築

◇
保
育
所
の
改
築

◇
延
長
保
育
、
乳
児
保
育
の
充

実
な
ど

�
高
齢
者
が
ゆ
た
か
に
、
よ
り

自
立
し
て
生
き
る
た
め
に

…
三
四
億
八
六
一
四
万
円

◇
高
齢
者
デ
イ
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

の
拡
充

◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
の

充
実

◇
通
所
給
食
サ
ー
ビ
ス
・
訪
問

給
食
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

◇
敬
老
会
館
の
改
築

◇
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建

設
助
成
な
ど

�
障
害
者
の
自
立
と
生
活
の
安

定
の
た
め
に

…
九
億
一
七
四
一
万
円

◇
障
害
者
雇
用
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
立

◇
身
体
障
害
者
通
所
施
設
の
建

設
◇
心
身
障
害
者
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
の
拡
充
な
ど

�
み
ん
な
の
健
康
を
確
保
す
る

た
め
に

…
五
〇
億
三
九
〇
七
万
円

◇
杉
並
保
健
所
の
改
築
及
び
保

健
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設

◇
区
民
健
康
診
査
の
充
実

◇
が
ん
検
診
、
休
日
夜
間
等
急

病
診
療
の
充
実
な
ど

�
地
域
に
「
共
に
生
き
る
」
福

祉
基
盤
を
育
て
る
た
め
に

…
二
億
八
九
八
〇
万
円

◇
高
齢
者
専
用
居
室
の
提
供
・

ア
パ
ー
ト
あ
っ
せ
ん

◇
看
護
婦
等
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確

保
◇
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
啓
発
の

推
進
な
ど

�
区
内
産
業
の
育
成
と
地
域
の

活
性
化
の
た
め
に

…
一
億
二
六
七
一
万
円

◇
ア
メ
ニ
テ
ィ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

タ
ウ
ン
助
成

◇
広
域
商
業
診
断

�
安
全
で
ゆ
た
か
な
消
費
生
活

の
た
め
に

…
七
〇
一
万
円

◇
消
費
者
行
政
の
充
実
な
ど

�
あ
す
の
世
代
の
育
成
の
た
め

に
…
四
六
億
八
三
八
〇
万
円

◇
小
中
学
校
校
舎
の
改
築
、
耐

震
補
強

◇
学
校
教
育
諸
施
設
の
整
備

◇
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
の
推
進

◇
余
裕
教
室
の
有
効
活
用
な
ど

�
地
域
文
化
の
創
造
と
生
涯
学

習
の
た
め
に

…
四
億
五
〇
二
七
万
円

◇
高
円
寺
体
育
館
の
改
築

◇
高
井
戸
図
書
館
の
建
設

◇
杉
並
区
文
化
振
興
協
会
の
設

立
な
ど

�
ふ
れ
あ
い
と
交
流
の
推
進
の

た
め
に…

一
億
五
七
二
二
万
円

◇
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ウ
ィ
ロ

ビ
ー
市
と
韓
国
・
ソ
ウ
ル
特

別
市 
瑞
草 
区
と
の
友
好
促
進

ソ
ッ
チ
ョ

◇
杉
並
公
会
堂
の
改
築

◇
群
馬
県
吾
妻
町
、
北
海
道
風

連
町
と
の
交
流
促
進
な
ど

�
基
本
構
想
の
実
現
に
む
け
て

…
一
二
億
九
八
五
二
万
円

◇
直
営
清
掃
車
の
車
庫
整
備

◇
情
報
化
の
推
進
な
ど

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、予
算
課
へ
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
の

１０

歳
入
は
、
一
三
八
八
億
一
二
二

三
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

三
四
億
五
六
〇
八
万
円
（
２
・

４
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
う
ち
、
特
別
区
税

は
、
六
〇
四
億
一
〇
九
四
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
二
八
億
四

一
七
七
万
円
（
４
・
５
％
）
の

減
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
総
額

に
対
す
る
割
合
は
、　

・
５
％

４３

で
し
た
。

　

特
別
区
税
の
減
は
、
特
別
区

民
税
の
減
税
等
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

前
年
度
と
比
べ
て
減
っ
た
主

な
も
の
と
し
て
は
、
貸
付
金
返

還
金
な
ど
の
諸
収
入
が
約
六
六

億
円
、
特
別
区
債
が
約
二
六
億

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
年
度
と
比
べ
て
増

え
た
主
な
も
の
と
し
て
は
、
地

方
消
費
税
交
付
金
が
約
四
〇
億

円
、
国
庫
支
出
金
が
約
三
〇
億

円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
の

１０

歳
出
は
、
一
三
四
一
億
三
四
三

六
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て

四
九
億
八
二
七
六
万
円
（
３
・

６
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
年
度
と
比
べ
て
減
っ
た
主

な
も
の
と
し
て
は
、
総
務
費
が

約
六
〇
億
円
、
教
育
費
が
約
五

四
億
円
の
減
で
し
た
。
こ
れ
は

主
と
し
て
、
用
地
取
得
費
、
施

設
建
設
費
の
減
に
よ
る
も
の
で

み
ど
り
豊
か
な

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り

す
。

　

ま
た
、
前
年
度
と
比
べ
て
増

え
た
主
な
も
の
と
し
て
は
、
保

健
衛
生
費
が
約
二
四
億
円
、
公

債
費
等
の
諸
支
出
金
が
約
二
四

億
円
の
増
で
し
た
。
内
訳
は
、

左
図
の
と
お
り
で
す
。

◇

　

平
成　

年
度
は
、
一
般
会
計

１０

の
歳
入
が
歳
出
を
四
六
億
七
七

八
七
万
円
上
回
り
、
こ
の
額
を

平
成　

年
度
へ
繰
越
し
ま
し

１１

た
。

　

な
お
、
特
別
会
計
の
決
算
額

は
、
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
合

計
は
、
歳
入
が
二
〇
八
五
億
七

四
二
四
万
円
（
前
年
度
比
０
・

３
％
減
）、歳
出
が
二
〇
三
四
億

一
六
六
〇
万
円（
前
年
度
比
１
・

０
％
減
）
で
し
た
。

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
収
入
役
室

出
納
係
へ
。

杉並区の
家 計 簿

平
成　

年
度
の
決
算
を

１０

お
知
ら
せ
し
ま
す

〈特別会計決算〉

歳　出歳　入

２８８億４３０６万円２９３億１７１８万円
国民健康保険
 � 事業会計

３９５億９３１５万円３９５億９８８０万円
老人保健
 � 医療会計

８億４６０３万円　８億４６０３万円用 地 会 計

▽福祉費＝高齢者、障害者、子どもなどの福祉のため
に
▽職員費＝職員の給与、嘱託員報酬などに
▽諸支出金＝区債の元利償還や特別会計への支出など
に
▽教育費＝小・中学校、幼稚園、図書館、体育館など
の学校教育、社会教育、社会体育などに
▽土木費＝公園や道路の建設・管理、河川や自転車駐
車場整備などに

▽保健衛生費＝皆さんの健康維持・増進をはかるため
に

▽総務費＝広報の発行、電子計算組織の運営、国際交
流の促進などに

▽都市環境費＝防災、緑化、まちづくりなどのために
▽区民生活費＝出張所、地域区民センター、すぎなみ
自然村などの区民施設の管理運営、戸籍事務などに

▽その他＝消費者行政・商工業の振興などの産業経済
費、議会費に

●歳出の主な内容

歳出総額�
1341億3436万円�
（100％）�

歳入総額�
1388億1223万円�
（100％）�

その他 23億3069万円（1.7％）�

特別区財政交付金 240億7381万円（17.3％）�

諸収入 120億4558万円（8.7％）�
国庫支出金 117億8090万円（8.5％）�
都支出金 57億8165万円（4.2％）�
特別区債 53億5421万円（3.8％）�
地方消費税交付金 51億510万円（3.7％）�
繰越金 31億5119万円（2.3％）�

その他 60億3706万円（4.3％）�
繰入金 24億6660万円（1.8％）�
使用料及び手数料 26億519万円（1.9％）�

区民生活費 27億6697万円（2.0％）�
都市環境費 33億1018万円（2.5％）�

総務費 44億728万円（3.3％）�

保健衛生費 62億828万円（4.6％）�

教育費 137億9984万円（10.3％）�

諸支出金 145億9359万円（10.9％）� 職員費 399億2619万円（29.8％）

福祉費 �
402億�
2608万円�
（30.0％）�

特別区税�
604億�
1094万円�
（43.5％）�

土木費 65億6526万円（4.9％）�

す
こ
や
か
に
共
に
生
き
る

ま
ち
づ
く
り

く
ら
し
が
安
定
し

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

文
化
の
創
造
と
交
流
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

基
本
構
想
の
実
現
に
む
け
て

�
歳
入

��
歳
出

�

１１００年年度度 区では、「みどり豊かな福祉と文化のま
ち」を実現するため、１０年度もさまざま
な仕事を行いました。その主な内容を、
「杉並区基本構想」の４つの基本目標に
分けてお知らせします。区はこんな仕事をしました
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　毎年、区では、区民の皆さんに区政への一層のご理解をいただくため、区職員に支払われる給与
などの状況をお知らせしています。
　区には現在、約４，４００名の職員が、区役所や保育園、保健所、図書館などで、区民の皆さんの暮ら
しに密着したさまざまな仕事をしています。区職員に支払われる給与のあらましは次のとおりです。
なお、一般職員の給与の算出方法は、２３区共通です。
※この公表の数値は、平成１１年の給与等改定前の内容です。  ―問い合わせは、職員課給与係へ。

人件費の状況（平成１０年度普通会計決算）

（参考）
９年度人件費率

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人件費
（Ｂ）

実質収支
（黒字額）

歳出額
（Ａ）

住民基本台帳人口
（平成１１年４月１日）

３１．６％３２．８％４１，３７５，８９０千円２，１５８，９１４千円１２６，１７７，３４５千円５０１，０１８人

（注）歳出額には、国民年金印紙代金等を含んでいません。人件費には、一般職員のほか、区長、議員、パートタイマー等に支給される給料、報酬等を含みます。

職員給与費の状況（平成１１年度一般会計当初予算。退職手当を除く。）

１人あたり　　　
の　給　与　費　　　

給　　　　　与　　　　　費職員数
（Ａ） 計（Ｂ）期末・勤勉手当職員手当給　　料

７，５６６千円３２，２５１，９７９千円９，２６３，０１２千円５，１９７，４８８千円１７，７９１，４７９千円４，２６３人

（　）Ｂ―Ａ

給与の種類とその内容（平成１１年４月１日現在）
職員の給与には、基本給としての給料のほか、扶養手当や通勤手当などがあり、その内容は次のとおりです。

給料表により定める額（教育、医療、一般行政職など職務の内容によって給料表は
異なります。）１人あたりの平均支給月額３４０，１２４円給 料

毎
月
き
ま
っ
て　

支
給
さ
れ
る
も
の

給　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与

配偶者１７,７００円、その他の親族２人まで５，０００円、３人目以降２，０００円、１６歳～２２歳の
子については４，０００円の加算（国は配偶者１６，０００円、その他の親族２人まで５，５００円、
３人目以降２，０００円、１６歳～２２歳の子について５，０００円の加算）。

扶 養 手 当

給料、扶養手当、管理職手当の合計額の１２％（国は０％～１２％）
１人あたりの平均支給月額４１，９５１円調 整 手 当

扶養親族のある者８，５００円、ない者８，０００円
（国は、自己所有住宅の場合１，０００円、賃貸住宅の場合２７，０００円が限度）住 居 手 当

運賃相当額。支給限度額４５，５００円（国は５０，０００円）
１人あたりの平均支給月額１４，４００円通 勤 手 当

管理職手当、初任給調整手当、単身赴任手当などそ の 他

通常の勤務時間を超えて業務を行ったときに支給される手当
１人あたりの平均支給月額３８，９００円時間外勤務手当

勤
務
実
績
に
応
じ
て

支
給
さ
れ
る
も
の　

著しく危険、不快、不健康その他特殊な業務についたとき支給される手当。手当は
１２種類。全職員に対する手当受給職員の割合４９．８％、支給対象職員１人あたりの平
均支給月額７，１５７円
〈代表的な手当〉
●支給額、支給人員の多い手当
①不規則勤務手当
②税務事務特別手当
③福祉事務所現業手当
④障害者（児）施設業務手当
⑤防疫等業務手当

特殊勤務手当

夜勤手当、宿日直手当などそ の 他

ボーナスに相当する手当（年額は、給料、扶養手当、調整手当および職務段階等
に応じた加算額を加えた額の５．２５月分）期末・勤勉手当臨時に支給

されるもの

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

区職員の給与決定のしくみ
（１）一般職
　区の一般職員の給与は、２３区が共同で設置した特別区人事委員会が、毎年、民間
従業員の給与の実態などを調査し、区職員と民間従業員との給与の較差を明らかに
したうえで、その較差をなくし民間給与の実態と合うように給与の是正を勧告しま
す。
　この勧告を受けて、区は給与に関する条例案をつくり、議会での審議を経て、一
般職員の給与を決定しています。
（２）特別職
　区長や区議会議員などの給与または報酬の額は、杉並区特別職報酬等審議会の意
見を聴くなどしたうえで条例案をつくり、区議会での審議を経て決定しています。

職員数の状況   
１　部門別職員数の状況と主な増減理由 ��������������� （各年４月１日現在　　単位：人）

増減の内訳と主な増減理由対前年
増減数

職　員　数
平成１１年平成１０年

増員０１８１８議　　会

一　

般　

行　

政　

部　

門

減員
清掃事業移管準備、地域振興券事業への対応、
住民活動支援・ＮＰＯ所管組織の整備、国勢
調査準備、職員研修指導体制の充実

２６増員
－２５７０３７２８総　　務

一般行政系職員の一律削減、地域行政所管組
織の見直し、自動車運転職員の削減－５１減員

増員－３１２１１２４税　　務 税務事務執行体制の見直し－３減員
介護保険実施準備、訪問保健指導業務の移行、
乳児保育等の充実、高齢者健康生きがい施策
の充実、障害者福祉施設の利用者増

５８増員

４４１，８２０１，７７６民　　生
一般行政系職員の一律削減、施設建設減に伴
う体制見直し、訪問看護事業の民間移行、自
動車運転職員の削減、授産場暫定派遣の解消

－１４減員

精神障害者授産施設の開設５増員

－７２７９２８６衛　　生 一般行政系職員の一律削減、訪問保健指導業
務の民生部門への移行、保健所本施設移転に
伴う体制見直し、保健所副所長の廃止

－１２減員

増員０５５労　　働 減員
増員０６６農林水産 減員
増員０９９商　　工 減員
増員

－５４００４０５土　　木 一般行政系職員の一律削減、都市計画道路整
備事業の進捗に伴う減員－５減員

４３，３６１３，３５７小　計
増員

－２０９７２９９２教　　育特別行政
部　　門

一般行政系職員の一律削減、社会教育会館の
非常勤化、校外施設の運営委託、給食調理・
学校用務職員数の適正化、学校警備・学童擁
護の委託

－２０減員

増員０８７８７国民健康保険
老人保健医療

その他の
部　　門 減員

－１６４，４２０４，４３６合　　計

（注）職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、
臨時又は非常勤の職員を除いたものです。

２　職員数削減に向けた取組み
　区では現在、「行財政改革推進計画（平成９年度～１１年度）」に基づき、職員数の削減に努めています。
この計画では、施設開設や新規事業の実施による増員分を除き、計画期間の３カ年に、１０６人、率にして
２．４％の職員を削減することとしています。
　職員数の削減は、事務の改善や統廃合、民間委託等の推進、非常勤職員の活用、組織改正による効率的な
執行体制の実施などにより進めています。
　平成１０年度は、一般行政系職員の一律削減、授産場の管理運営委託、給食調理職員数の適正化などによ
り、７０人を削減しました。

一般行政職の級別職員数の状況(平成１１年４月１日現在)

計１級２級３級４級５級６級７級８級９級１０級区分

──係　員係　員係　員主任主事係　長総括係長課　長統括課長部　長特に重要な
職務の部長標準的な職務内容

３，２２２人６１人１１３人８４２人１，００２人８６７人２２９人５７人２０人２６人５人職員数
１００％１．９％３．５％２６．１％３１．１％２６．９％７．１％１．８％０．６％０．８％０．２％構成比
１００％１．９％３．３％２７．６％３１．１％２５．７％７．０％２．０％０．５％０．８％０．１％１年前の構成比参

考 １００％３．３％４．６％３３．０％２９．０％２０．３％６．０％２．５％０．５％０．６％０．２％５年前の構成比
（注）１．杉並区職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数。
　　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名をいいます。

退職手当の状況（平成１１年４月１日現在） 
　退職手当は、職員が退職した場合に、退職時の給料月額に勤続年数や
退職事由に応じた一定の率を乗じた額が支給されます。
　普通退職とは、自己の都合などによる退職をいい、定年（勧奨）退職と
は定年（原則６０歳）または勇退の勧めなどによる退職をいいます。 

国杉並区
区分

定年(勧奨)普通定年(勧奨)普通
２８．８７５月２１．００月３８．００月２４．２５月勤続２０年
４４．５５月３３．７５月５０．００月３２．５０月勤続２５年
６２．７０月４７．５０月６２．７０月４９．７５月勤続３５年
６２．７０月６０．００月６２．７０月５０．００月最高限度

定年前早期退職特例措置
（２～２０％加算）

定年前早期退職特例措置
（２～２０％加算）加算措置

１号俸勧奨退職の場合、原則１号給
　　　　　　　　特例２号給

退職時の
特別昇給

──２４，９５６，２７７円２，６６４，５２６円
平成１０年度
１人あたり
平均支給額

特別職の報酬等の状況（平成１１年４月１日現在）

期末手当給料・報酬月額区　　　分

（平成１０年度支給割合）
６月期　　１．８月
１２月期　２．０５月
３月期　０．５５月
　計　　　４．４月

１，１３４，０００円区　　　長
　９０９，０００円助　　　役
　７７９，０００円収　入　役
　９０９，０００円議　　　長
　７７９，０００円副　議　長
　５９９，０００円議　　　員

※ただし、平成１１年度末までの区長、助役および収入役の給料月額は
１０%、区長の期末手当は５０％をそれぞれ減じた額となっています。

昇給期間短縮の状況

技能労務職一般行政職合　計区　　分
　８７７人３，１６９人４，２５６人職員数（Ａ）

　
　

年　

度

１０

　２３２人１，２８５人１，６００人普通昇給期間（１２月）を短縮
して昇給した職員数（Ｂ）

２６．５％　４０．５％　３７．６％比率（Ｂ／Ａ）
　９０３人３，１７２人４，２７３人職員数（Ａ）９　

年　

度

　２７６人１，２９８人１，６４９人普通昇給期間（１２月）を短縮
して昇給した職員数（Ｂ）

３０．６％　４０．９％　３８．６％比率（Ｂ／Ａ）

（注）１．合計には、一般行政職、技能労務職のほかに医療職、教育
職を含みます。

　　２．昇給期間の短縮には、特別昇給のほか、初任給調整による
短縮、勧奨退職時の特別昇給による短縮なども含みます。

期末・勤勉手当の状況（平成１０年度支給割合）
　この手当は、民間企業のボーナスなどに相当するものです。杉
並区，国ともに、職務段階等に応じた加算措置があります。

国杉並区
区分

勤勉期末勤勉期末

０．６月　１．６月　０．４月　１．８月６月期

０．６月　１．９月０．４５月２．０５月１２月期

─０．５５月─０．５５月３月期

１．２月４．０５月０．８５月　４．４月計

一般行政職の初任給の状況（平成１１年４月１日現在）

高　校　卒大　　　学　　　卒

１４４，７００円１８４，２００円初　　　任　　　給
杉並区

１５６，０００円２０７，１００円採用２年経過日給料額

１４１，７００円Ⅱ種１７４，２００円Ⅰ種１８４，２００円初　　　任　　　給
国

１５１，６００円Ⅱ種１８８，５００円Ⅰ種２０２，９００円採用２年経過日給料額

１４４，７００円１８４，２００円初　　　任　　　給
東京都

１５５，９００円２０７，８００円採用２年経過日給料額

職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　　（平成11年４月１日現在）

経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年

３９６，１８６円３４４，２１７円２８８，５６２円大学卒
一般行政職

３４４，６６５円２８９，５５９円２３４，４１４円高校卒

３１３，８４２円２６７，２６３円２２０，４１４円技能労務職

職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢の状況
　　　　　　　　　　　　　　　（平成11年４月１日現在）

杉
　
並
　
区�

東
　
京
　
都�

一　般�
行政職�

技　能�
労務職�

一　般�
行政職�

技　能�
労務職�

３４２,５８８円�

４３３,７０１円�

４５７,０１６円�

４７０,１４７円�

４６７,４８７円�（４５歳７月）�

（４２歳３月）�

（４７歳５月）�

（４０歳５月）�

３３３,２８０円�

３５８,９５５円�

３６５,０６２円�

平均給料月額 平均給与月額（平均年齢）
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「
障
害
者
の
日
」
を
記
念
し

て
音
楽
会
を
開
催
し
ま
す
。
入

場
料
と
し
て
、
空
の
ア
ル
ミ
缶

一
個
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
リ

サ
イ
ク
ル
班
の
活
動
で
再
利
用

し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月
９
日
�
午
後

１２

３
時　

分
〜
５
時
【
会
場
】
け

３０

や
き
生
活
園
（
井
草
３
―　

―
１８

　

）
【
内
容
】
荘
村
清
志
さ
ん

１９の
ギ
タ
ー
独
奏
／
中
瀬
中
学
校

有
志
の
皆
さ
ん
の
合
唱
【
入
場

料
】
洗
っ
た
空
の
ア
ル
ミ
缶
一

個
　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
生
活
園

℡
３
３
０
１
‐
４
１
６
０
へ
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１１

２
時
〜
【
会
場
】
永
福
図
書
館

（
永
福
４
―　

―
７
）
【
出

２５

演
】
劇
団
・
貝
の
火
【
定
員
】

一
〇
〇
名
（
先
着
順
）
【
入
場

料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
図
書
館

℡
３
３
２
２
‐
７
１
４
１
へ
。

※
車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮
く
だ

　

さ
い
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
�
午

１２

１１

後
１
時
〜
�
午
後
３
時
〜
（
二

回
公
演
）
【
会
場
】
中
央
図
書

館
（
荻
窪
３
―　

―　

）
【
出

４０

２３

演
】
劇
団
「
す
ぎ
の
こ
」
【
入

場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
図
書
館

℡
３
３
９
１
‐
５
７
５
４
へ
。　

　

井
草
敬
老
会
館
と
も
交
流
し

な
が
ら
、
利
用
者
の
作
品
展
示

な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１１

１
時
〜
８
時　

分
（
ダ
ン
ス
パ

３０

ー
テ
ィ
ー
は
６
時
か
ら
）
【
会

場
】
井
草
社
会
教
育
会
館
（
今

川
４
―　

―　

）
【
内
容
】
作

１２

１０

品
展
示
、
ギ
タ
ー
演
奏
、
コ
ー

ラ
ス
、
日
舞
、
手
話
ダ
ン
ス
、

ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
く
じ
引

き
な
ど
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
会
館
℡

３
３
９
６
‐
３
０
０
２
へ
。

　
【
日
時
】　

月
５
日
�
正
午
〜

１２

午
後
８
時　

分【
会
場
】高
円
寺

３０

社
会
教
育
会
館
（
高
円
寺
南
４

―　

―
１
）
【
内
容
】
会
館
の

５０
利
用
者
や
地
域
の
方
の
作
品

展
・
江
戸
芸
能
・
新
舞
踊
な
ど
の

ホ
ー
ル
発
表
・
模
擬
店
・
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
・
交
流
会
な
ど

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
会
館
℡

３
３
３
０
‐
４
５
３
３
へ
。

　

学
校
給
食
を
試
食
し
、
学
校

栄
養
士
･
学
校
調
理
士
の
研
究

の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１２

１０

　

時
〜
午
後
５
時　

分
【
会

１０

３０

場
】
永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン

タ
ー
（
和
泉
３
―
８
―　

）
１８

【
内
容
】
�
学
校
給
食
に
関
す

る
展
示
（
学
校
給
食
の
実
物
、

食
器
の
変
遷
、
児
童
･
生
徒
の

作
品
、
栄
養
士
・
調
理
士
の
研

究
発
表
な
ど
）
�
栄
養
士
に
よ

る
実
験
教
室
�
調
理
士
に
よ
る

ひ
じ
き
料
理
づ
く
り
の
実
演
と

試
食
（
午
前　

時　

分
〜
、
午

１０

３０

後
１
時
〜
、
４
時
〜
）
�
試
食

＝
当
日
の
学
校
給
食
の
献
立
か

ら
（
午
後
０
時　

分
〜
１
時　

３０

３０

分
。
当
日
午
前　

時
か
ら
試
食

１０

券
を
配
付
。
無
く
な
り
次
第
終

了
）
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
学
校
給
食

係
へ
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１１

１
時　

分
〜
４
時
（
区
後
援
）

３０

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）
【
講
師
】
中

２２

３２

野
区
立
歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸

員
・
比
田
井
克
仁
さ
ん
【
定

員
】
七
〇
名
【
参
加
費
】
五
〇

〇
円

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
郷
土

史
会
・
原
田
弘
℡
３
３
１
２
‐

６
６
２
３
へ
。

　

古
代
か
ら
エ
ジ
プ
ト
地
方
に

伝
わ
る
日
常
生
活
を
取
り
入
れ

た
舞
踊
で
す
。

　

【
日
時
・
内
容
】
左
表
の
と

お
り
【
会
場
】
向
陽
中
学
校
ク

ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
下
高
井
戸
３
―

　

―
１
）
【
講
師
】
小
西
し
づ

２４子
さ
ん
【
対
象
】
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
【
定
員
】
二

〇
名
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
記
入
例
参
照
）
で
、　

月　
１２

１５

日
（
必
着
）
ま
で
に
萩
原
宏
美

（
〒　

‐
０
０
６
５
浜
田
山
２

１６８

―
２
―　

）
へ
。
申
し
込
み
多

２２

数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
萩
原
℡
３

３
０
６
‐
０
５
３
７
へ
。

※
�
服
装
は
、
上
は
体
の
動
き

が
見
え
る
T
シ
ャ
ツ
、
下
は

動
き
や
す
い
ス
パ
ッ
ツ
な
ど

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
�
ソ

ッ
ク
ス
、
靴
は
不
要
で
す
。

　

手
作
り
の
大
切
さ
を
お
父
さ

ん
と
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１２

１９

９
時　

分
〜
午
後
０
時　

分

３０

３０

【
会
場
】
阿
佐
谷
地
域
区
民
セ

ン
タ
ー
（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４７

　

）
【
講
師
】
そ
ば
愛
好
家
・

１７佐
藤
倫
則
さ
ん
【
対
象
】
区
内

の
小
学
生
と
そ
の
親
【
定
員
】

親
子
一
六
組
【
参
加
費
】
一
組

五
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
記

入
例
参
照
）
で
、　

月
８
日

１２

（
必
着
）
ま
で
に
消
費
生
活
課

（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南

１６６

１
―　

―
４
℡
３
３
１
４
‐
３

３６

６
４
３
）
へ
。
電
話
申
し
込
み

も
可
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

◇
ク
リ
ス
マ
ス
の
花
飾
り

　

空
き
び
ん
や
レ
ー
ス
ペ
ー
パ

ー
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
卓

上
フ
ラ
ワ
ー
を
作
り
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１９

１
時　

分
〜
３
時
【
定
員
】
二

３０

〇
名
【
参
加
費
】
五
〇
〇
円

（
花
代
込
み
）【
締
切
日
】
往
復

ハ
ガ
キ
（
記
入
例
参
照
）
で　
１２

月　

日
（
必
着
）

１０

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

◇
傘
の
布
地
で
小
物
作
り

　
【
日
時
】　

月　

日
�
午
後
１

１２

１８

時　

分
〜
４
時
【
定
員
】
二
〇

３０
名
【
参
加
費
】
二
〇
〇
円
【
締

切
日
】
往
復
ハ
ガ
キ
（
記
入
例

参
照
）
で　

月　

日
（
必
着
）

１２

１０

　
　
　
　
　

☆

　

会
場
・
申
込
先
・
問
い
合
わ

せ
は
、
い
ず
れ
も
リ
サ
イ
ク
ル

ひ
ろ
ば
高
井
戸
（
〒　

‐
０
０

１６８

７
２
高
井
戸
東
３
―
７
―
４
℡

３
３
３
１
‐
４
３
６
０
）。
い
ず

れ
も
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

※
こ
の
ほ
か
、
毛
糸
で
作
る
室

内
履
き
（　

月
７
日
）
な
ど

１２

も
あ
り
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１６

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家

（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
）

【
テ
ー
マ
】
高
齢
者
の
難
聴
に

つ
い
て
【
講
師
】
聴
覚
障
害
者

情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
・
玉
木
修

さ
ん
【
定
員
】
三
〇
名
程
度

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

も
、
同
ふ
れ
あ
い
の
家
℡
３
３

３
８
‐
８
６
３
０
へ
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

〈学校開放公開講座〉

内　　　容月　日

アラブ音楽について（基本リズムのと
り方、リズムにのって体を動かす）、
基本のムーブメント（動き）

１月７日

１曲の踊りの振りを３回に分けレ
ッスン

１月２１日、
２月４・１８日

覚えた曲の振りを通して踊る３月３日

※時間はいずれも、金曜日の午後１時～３時。

〈働く方のためのアカデミックフォーラム〉

教材費等講　師日　時内　容科目（定員）

２，０００円広中教育研究
所講師

１月１８日～３月２１日の毎週火曜日
午後６時３０分～８時３０分（１０回）

初心者対象。海外旅行です
ぐに役立つ。

海外旅行に役立
つ英会話 （２５）

４，０００円農芸高校教諭
２月５・２６日、３月４・１１日のいず
れも土曜日午後２時～４時（４回）
会場＝農芸高校園芸科実習室

春に向けた草花の手入れと
野菜（ハーブ）の育て方。

春の園芸教室
 （２０）

―
歌舞伎・文楽
評論家
 政田　一喜

１月１５日～２月１２日（１月２９日を除
く）の毎週土曜日午後２時～４時
（４回）

初心者対象。ビデオなども
見ながら解説。

歌舞伎の楽しみ
方 （３０）

２，０００円
フレグランス
デザイナー
 鈴木　櫻子

１月１３日～２月３日の毎週木曜日
午後６時３０分～８時３０分（４回）

香りを楽しみながら健康で
快適な暮らしの活用法を学
ぶ。

暮らしの中のア
ロマテラピー
 （３０）

３００円
日本絵手紙協
会
 北崎　良子

１月１４日～２月１８日（２月１１日を
除く）の毎週金曜日午後６時３０分
～８時３０分（５回）

日常のちょっとした便りに
添える季節の草花や果物な
どの絵を学ぶ。

絵手紙入門
 （３０）

３００円
�読売・日本
テレビ文化セ
ンター講師

�土曜日コース＝２月５日�日曜
日コース＝２月６日、午前１０時～
午後３時※�か�いずれかを選択。

ワープロに初めて触れる方
対象に機器の取り扱いから
簡単な文章の作成まで。

ワープロ入門
 （各２０）

　

【
日
時
・
内
容
・
定
員
】
左

表
の
と
お
り
【
会
場
】
勤
労
福

祉
会
館
【
対
象
】
区
内
在
住
・

在
勤
の
勤
労
者
で
全
日
程
出
席

で
き
る
方
【
参
加
費
】
無
料

（
教
材
費
な
ど
は
自
己
負
担
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
記
入
例
参
照
）
に
科
目
名

（
一
枚
一
科
目
）
、
勤
務
先

（
名
称
・
所
在
地
・
電
話
番

号
）
も
書
い
て
、　

月　

日

１２

１４

（
必
着
）
ま
で
に
�
杉
並
区
勤

労
者
福
祉
協
会
（
〒　

‐
０
０

１６７

３
４
桃
井
４
―
３
―
２
）
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
協
会
℡

３
３
９
７
‐
２
５
２
１
（
水

曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除
く
）

へ
。

�
働
く
方
の
た
め
の

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム

�
障
害
者
の
日
記
念

ア
ル
ミ
缶
持
っ
て
き
て
よ 

 

コ
ン
サ
ー
ト

��
永
福
図
書
館

人
形
劇

 
「
ピ
ノ
ッ
キ
オ
の
冒
険
」

�

�
ク
リ
ス
マ
ス
人
形
劇

 

「
お
だ
ん
ご
ぱ
ん
」

��
井
草
社
会
教
育
会
館

 

ふ
れ
あ
い
広
場

��
高
円
寺
社
会
教
育
会
館

 

あ
い
あ
い
祭

�

学
校
給
食
展
示
会

�
郷
土
史
講
座

 

古
代
の
武
蔵
野

��
学
校
開
放
公
開
講
座

向
陽
中 

「
ア
ラ
ブ
民
族
舞
踊
講
座
」

�

�
グ
ッ
ド
パ
パ
’　９９
 

お
父
さ
ん
と
つ
く
る 

 

年
越
し
そ
ば

��
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

 

　

月
の
講
習
会

１２

�

家
族
介
護
者
教
室

ne.jp/sugivolc

http://m
em
ber.nifty.

　

【
移
転
日
】　

月　

日
�

１２

１１

（
開
館
は　

月　

日
�
か

１２

１４

ら
）

　

【
移
転
先
】
阿
佐
谷
南
１

―　

―
８
�
５
３
０
６
‐
３

１４
９
３
９
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド

レ
ス

杉
並
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
が
移
転
し
ま
す

児童相談所とゆうラインの

子ども特別相談

１２月１８日�
午前９時～午後８時

専用電話
℡３３９３‐４７１１

　小・中・高校生、保護
者の方、どんなことでも
一緒に考えます。名前を
言う必要はありません。
※面接相談の会場は児
童青少年センター（ゆ
う杉並）です。
　予約受付中。

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�往復ハガキには返信用
のあて先も記入を

�あて先は各記事の申込
先

�託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

�行事名
�住所
�氏名（フリガナ）
�年齢
�性別
�電話番号

（１人１枚）
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●５

◇
一
般
配
布

　

「
サ
ツ
キ
」
、
「
サ
ザ
ン

カ
」
、
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」
の
い

ず
れ
か
を
世
帯
に
一
本
差
し
上

げ
ま
す
（
申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
。
第
二
希
望
ま
で

明
記
）
。

◇
新
築
・
誕
生
記
念
樹
配
布

　

平
成　

年
中
、
区
内
に
家
を

１１

新
築
し
た
世
帯
、
ま
た
は
お
子

さ
ん
が
生
ま
れ
た
世
帯
に
、
区

の
木
「
サ
ザ
ン
カ
」
を
一
本
差

し
上
げ
ま
す
。

◇
卒
業
記
念
樹
配
布

　

来
年
３
月
、
国
・
私
立
の
小

学
校
を
卒
業
す
る
児
童
に
記
念

樹
「
ハ
ナ
カ
イ
ド
ウ
」
ま
た
は

「
サ
ツ
キ
」
の
い
ず
れ
か
一
本

を
差
し
上
げ
ま
す
。

※
区
立
小
学
校
の
卒
業
生
に

は
、各
学
校
で
配
布
し
ま
す

の
で
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

　
　
　
　
　

☆

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
右
の
記
入
例
参
照
）
で
、　
１２

月　

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
に

１５
環
境
保
全
課
み
ど
り
の
係
へ
。

※
①
配
布
日
・
配
布
場
所
は
下

表
の
各
出
張
所
に
な
り
ま
す

　

２
０
０
０
年
の
初
春
に
は
、

立
川
流
落
語
会
家
元
立
川
談
志

師
匠
が
皆
さ
ん
の
ご
機
嫌
を
伺

い
ま
す
。
ま
た
、
落
語
の
ほ
か

に
古
典
芸
能
評
論
家
・
小
山
觀

翁
さ
ん
と
の
「
貴
重
な
対
談
」

も
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
見
逃

し
な
く
。

　

【
日
時
】
２
月
５
日
�
午
後

３
時
〜
（
２
時　

分
開
場
）

３０

【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
梅

里
１
―　

―　

）
【
木
戸
銭
】

２２

３２

全
席
指
定
二
五
〇
〇
円
【
出

演
・
内
容
】
落
語
・
立
川
談
志

ほ
か
、
解
説
と
対
談
・
小
山
觀

翁
＆
立
川
談
志

　

チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
は
、　

月
１２

３
日
午
後
１
時
か
ら
杉
並
区
文

化
振
興
協
会
（
初
日
は
電
話
予

約
の
み
）
、
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
、
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
杉

並
区
役
所
内
店
で
発
売
し
ま

〈苗木の配布予定〉

配布場所（出張所）配　布　日

方南和泉、和田、荻窪、高円寺中央、馬橋午前
３月４日�

堀ノ内松ノ木、下高永福、高井戸、成田、宮前午後

天沼、上井草、高円寺北、阿佐谷午前
　　５日�

清沓中通、上荻窪、下井草午後

競技大会

スポーツ�

�区民体育祭冬季大会
◇スキー競技会
　【日時・会場】▽開会式＝１月１５日�午後７時～菅平学園▽大会＝１月１６日�
菅平高原スキー場【対象】区内在住・在勤・在学の方【種目】回転・大回転【組
分け】小学生から男女別、年齢順に６部に分ける【参加費】無料【申込み】各体
育施設に備え付けの申込用紙で１月１０日（必着）までに�杉並区スポーツ振興財
団（〒１６６‐０００４阿佐谷南３―１―３３サンアサガヤビル２階）へ郵送またはファ
クス�３３９２‐５８３１【備考】回転競技（ジュニア部を除く）の優勝者は都民体育大
会選手となります【問合せ】同財団℡３３１２‐２１１１（区代表）または区スキー連
盟・石川℡３３９０‐５３８７
�都民体育大会予選会
◇サッカー
　【期間】１月２３日～４月２日の祝日または日曜日の午前９時～【会場】下高井
戸運動場（下高井戸３―２６―１）、上井草スポーツセンター（上井草３―３４―
１）、井草森運動場（井草４―１２―１）【対象】区内在住・在勤の１８才以上の男子
（高校生以下を除く）で編成され、区サッカー連盟に加盟するチーム【参加費】
１チーム１５,０００円（代表者会議に持参）【申込み・問合せ】１２月１５日までに区サッ
カー連盟・中村℡３３９９‐３７３１（午後７時～１１時）

�第１回区民スキー教室
　【日程】１月１５日�区役所前午前８時出発～１８日�区役所前到着（３泊４日）
【場所】長野県菅平高原スキー場【宿泊先】菅平学園【定員】１０４名【参加費】
２,７０００円（バス代・宿泊代・保険料など）【対象】区内在住・在勤・在学の方
（高校生以下を除く）【内容】自己申告に基づき、レベル別に１０名程度の班に分
けて講習を行います【申込み】往復ハガキ（４面記入例参照、２名まで連記可）
に�職業（勤務先または学校名）�生年月日�スキーの程度（初心者・初級・中
級）�貸しスキー（無料）の希望者は靴のサイズも書いて、１２月１３日（必着）ま
でに杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南３―１―３３サンアサガヤビ
ル２階）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同財団℡３３１２‐２１１１（区代
表）【備考】学園からスキー場まではバスで送迎します。重複申し込みは無効
�泳法別水泳教室
　泳法別に技術の向上を図ります。
　【日時】１月１４日～２月１８日の毎週金曜日午後７時～９時（計６回）【会場】上

井草スポーツセンター・温水プール【対象】区内在住・在勤・在学の方で、息つ
ぎができ２５ｍ以上泳げる方【定員】６０名【参加費】３０００円【申込み】往復ハガキ
（４面記入例参照）で、１２月１０日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒
１６７‐００２３上井草３―３４―１）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同セ
ンター℡３３９０‐５７０７【備考】託児あり
�バドミントン
　基本的技術からゲーム形式の練習まで行います。
　【日時】１月２４日～３月１３日の毎週月曜日午後７時～９時（計８回）【会場】妙
正寺体育館【対象】区内在住・在勤・在学の初心者【定員】４０名【参加費】２４００
円【申込み】往復ハガキ（４面記入例参照）で、１２月１０日（必着）までに妙正寺
体育館（〒１６７―００３３清水３―２０―１２）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合
せ】同体育館℡３３９９‐４２２４
�盲人卓球講習会
　鈴の入ったピンポン玉を音を頼りに打ち合う競技です。
　【日時】１２月２６日�午前９時～午後１時【会場】荻窪体育館（荻窪３―４７―
２）【対象】身体に障害をお持ちの方【参加費】無料【申込み】当日会場へ【問
合せ】同体育館℡３２２０‐３３８１
�第１０回いきいき健康アドバイス
　運動機能測定（筋力・瞬発力・全身持久力・敏しょう性・平衡性・柔軟性）を
行い、専門スタッフが面談をしながら�成人病予防�シェイプアップ�体力アッ
プなど、あなたの目的に応じた運動プログラムを作成します　　　　　　　　　
　【日時】１月９日�午後１時３０分～４時３０分【会場】荻窪体育館【対象】区内
在住・在勤・在学の方【定員】２０名【参加費】５００円【申込み】往復ハガキ（４
面記入例参照、２名まで連記可）に生年月日と希望のプログラム番号（�～�）
を１つ書いて、１２月１７日（必着）までに荻窪体育館（〒１６７‐００５１荻窪３ー４７ー
２）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同体育館℡３２２０‐３３８１

�プールで魚釣り　
　【日時】１２月１２日�の午前９時～午後３時【会場】和田堀公園プール（大宮２
―２―１０）【内容】コイ、金魚など。釣った魚は５匹まで持ち帰り自由【定員】
各日１５０名【参加費】大人３００円、小人（小・中学生）１００円（小学生未満は無
料）【申込み】当日会場へ【問合せ】杉並区スポーツ振興財団℡３３１２‐２１１１（区
代表）【備考】�さお、仕掛け、エサは持ち込み自由、貸し出しもします�持ち
帰り用の入れ物は各自でご用意ください�車でのご来場はご遠慮ください。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

スポーツ教室

�
文
化
振
興
協
会
の
催
し

初
春
落
語
鑑
賞
会

立
川
談
志
・
家
元
落
語
の
世
界

区民の皆さんに緑を増やしていただくため、来年３
月に苗木を配布します。

②
配
布
種
別
が
複
数
の
場
合

は
別
々
の
往
復
ハ
ガ
キ
を
使

用
し
て
く
だ
さ
い
③
配
布
の

詳
細
は
返
信
ハ
ガ
キ
で
２
月

下
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

配
布
日
以
外
は
原
則
と
し
て

お
配
り
で
き
ま
せ
ん
。

す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
文
化
振
興

協
会
℡
５
３
１
１
‐
７
０
３
５

へ
。

▲小山觀翁さん ▲立川談志さん

春の苗木配布

苗木を差し上げます苗木を差し上げます
１２月１５日（消印有効）締切り

※
往
信
用

�

�

�

ハ
ガ
キ
の
表
面
に
は
必
ず
「
杉
並
区
役
所
環
境
保
全

課
み
ど
り
の
係
」
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。
返
信
用

�

�

�

ハ
ガ
キ
の

裏
面
に
は
何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

〈申し込みハガキの記入例〉

往信ハガキ裏面返信ハガキ表面

苗
木
を
受
け
取
る
出
張
所
名

　
　
　
　
　

あ
な
た
の
住
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

氏
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
番
号

郵便往復はがき

あ
な
た
の
住
所

　

あ
な
た
の
氏
名

（郵便番号記入）５０
返信

 
卒
業
記
念
樹

　
　
 
小
学
校
名

　
　
 
希
望
の
苗
木
名

それぞれ別のハガキでお申し込みください
 
一
般
配
布

　
 
第
一
希
望
の
苗
木
名

　
 
第
二
希
望
の
苗
木
名

 
誕
生
記
念
樹

　
　
 
誕
生
日

 
新
築
記
念
樹

　
　
 
新
築
年
月
日

●申し込み・問い合わせ先

〒１６６―８５７０　杉並区阿佐谷南１-１５-１
　杉並区役所　環境保全課みどりの係

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

その他
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井
草
柿
の
木
果
樹
園
（
井
草

３
―　

）
で
年
間
を
通
し
て
柿

１９

の
木
を
管
理
し
、
秋
に
は
収
穫

を
楽
し
め
ま
す
。

　

【
利
用
期
間
】　

年
１
月
〜

１２

　

年　

月
（
二
年
間
）【
内
容
】

１３

１２

�
草
取
り
＝
３
月
〜　

月
（
月

１１

二
回
）
�
せ
ん
定
＝
２
月
上
旬

�
摘
果
＝
７
月
上
旬
�
収
穫
・

溝
掘
り
＝　

月
上
旬
�
施
肥
・

１１

埋
め
戻
し
＝　

月
中
旬
【
対

１２

象
】
区
内
在
住
の
三
人
〜
一
〇

人
の
家
族
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

（　

歳
以
上
の
方
が
一
人
以
上

２０
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
）【
定
員
】

四
五
組
【
利
用
条
件
】
�
区
が

主
催
す
る
講
習
会
に
参
加
し
、

果
樹
の
生
育
に
必
要
な
作
業
を

行
う
こ
と
（
講
習
会
の
日
時
は

後
日
通
知
）
�
指
定
さ
れ
た
場

所
の
草
取
り
を
定
期
的
（
月
二

回
程
度
）
に
行
う
こ
と
【
参
加

費
】
無
料
（
傷
害
保
険
料
は
自

己
負
担
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
一
組
一
枚
）
に
「
果
樹
園
利

用
希
望
」
と
明
記
し
、
利
用
者

全
員
の
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ

ナ
）・
年
齢
、
代
表
者
の
電
話
番

号
・
返
信
用
の
あ
て
先
を
書
い

て
、　

月　

日
（
消
印
有
効
）

１２

１０

ま
で
に
農
務
係
へ
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。
他
人

名
義
や
一
組
二
通
以
上
の
申
し

込
み
は
、
無
効
で
す
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
係
へ
。

　

【
募
集
世
帯
】
一
世
帯
【
応

募
資
格
】
次
の
�
〜
�
の
い
ず

れ
に
も
該
当
す
る
方
�
高
齢
者

福
祉
に
理
解
と
熱
意
が
あ
り
、

心
身
共
に
健
康
で　

歳
以
下
�

５０

Ａ
＝
保
健
婦
・
看
護
婦
・
准
看

護
婦
・
介
護
福
祉
士
の
資
格
を

有
し
て
い
る
（
配
偶
者
で
も

可
）、ま
た
は
Ｂ
＝
世
帯
の
中
に

区
内
の
医
療
機
関
ま
た
は
社
会

福
祉
施
設
に
勤
務
し
て
い
る
方

が
い
る
�
高
齢
者
住
宅
内
の
生

活
協
力
員
室
（
３
Ｄ
Ｋ
）
に
大

人
二
人
以
上
の
世
帯
で
住
む
こ

と
が
で
き
る
（
子
ど
も
の
い
る

方
も
可
）
�
世
帯
の
所
得
が
月

額
二
〇
万
円
以
上
【
業
務
内

容
】
入
居
者
に
対
す
る
緊
急
時

の
対
応
、
安
否
の
確
認
、
相
談

業
務
な
ど
【
業
務
時
間
】
月
〜

金
曜
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
（
た
だ
し
緊
急
時
の
対
応
は

こ
の
時
間
以
外
に
も
行
う
）

【
休
日
】
土
・
日
曜
日
【
報
酬

等
】
�
住
宅
（
特
定
目
的
借
上

公
共
賃
貸
住
宅
）
の
使
用
料
免

除
�
報
酬
月
額
一
〇
万
円

　

申
し
込
み
は
、　

月
８
日（
必

１２

着
）
ま
で
に
履
歴
書
を
住
宅
課

（
区
役
所
西
棟
五
階
）
へ
持
参

ま
た
は
郵
送
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
住
宅
課

へ
。

　

年
金
は
老
齢
に
な
っ
た
と
き

や
、
万
が
一
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
な
ど
に
、
生
活
の
安
定
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度

で
、
原
則
と
し
て　

歳
か
ら　

２０

６０

歳
に
な
る
ま
で
加
入
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
未
加
入
と
思
わ

れ
る　

歳
か
ら　

歳
の
方
へ
順

２１

２４

次
加
入
の
ご
案
内
を
お
送
り
し

て
い
ま
す
。
期
日
ま
で
に
届
出

の
な
い
場
合
で
も
、
年
金
権
を

確
保
す
る
た
め
に
加
入
手
続
き

を
し
て
、
年
金
手
帳
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
就
職
し
た
際
は
こ
の

手
帳
が
必
要
で
す
の
で
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
の
お
支
払
い

が
困
難
な
場
合
に
は
、
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
年
金

課
年
金
資
格
係
へ
。

　

区
で
は
、
自
主
的
で
積
極
的

に
「 
善 
い
行
い
」
を
続
け
て
い

よ

る
青
少
年
を
表
彰
し
て
い
ま

す
。

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
青

少
年
（
官
公
署
あ
る
い
は
公
共

的
団
体
の
推
薦
が
得
ら
れ
る
区

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
満　
２０

歳
未
満
の
方
）
を
１
月　

日
ま

２０

で
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
青
少
年
係

へ
。

　

来
年
１
月
に
熊
本
で
開
催
さ

れ
る
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市

サ
ミ
ッ
ト
へ
の
参
加
者
に
、
区

が
参
加
費
用
の
一
部
を
助
成
し

ま
す
。

　

【
開
催
日
】　

年
１
月　

日

１２

２８

�
【
会
場
】
熊
本
県
八
代
市

【
募
集
人
数
】
区
民
三
名
【
対

象
】
地
域
活
動
を
し
て
い
る
区

民
【
補
助
金
額
】
三
万
円
【
そ

の
他
】
参
加
者
は
後
日
報
告
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
４

面
記
入
例
参
照
）
に
職
業
、
活

動
歴
、
参
加
の
動
機
も
書
い

て
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１２

１０

に
女
性
・
青
少
年
課
へ
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、
選
考
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

　

【
日
時
】　

年
２
月　

日
�

１２

１１

午
前
９
時
〜
正
午
【
会
場
】
杉

並
区
社
会
福
祉
会
館
（
阿
佐
谷

南
１
―　

―
７
）【
対
象
】
原
則

１６

と
し
て
、
杉
並
区
手
話
講
習
会

上
級
ク
ラ
ス
、
杉
並
区
手
話
通

訳
者
養
成
講
習
会
ま
た
は
東
京

都
手
話
奉
仕
員
等
養
成
講
習
会

専
門
コ
ー
ス
の
修
了
者
（
修
了

見
込
み
も
可
）
で
、
次
の
�
〜

�
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す

方
�
区
内
在
住
・
在
勤
で　

歳
１８

以
上
�
杉
並
区
の
手
話
サ
ー
ク

ル
の
会
員
で
あ
る
�
認
定
後
に

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
に
協
力

で
き
、
派
遣
の
依
頼
に
応
じ
ら

れ
る
【
試
験
内
容
】
手
話
読
み

取
り
（
書
き
取
り
通
訳
、
口
頭

通
訳
）、
手
話
表
現
、
面
接

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
記
入
例
参
照
）
に
手
話

歴
（
手
話
講
習
会
修
了
年
度
と

サ
ー
ク
ル
経
験
年
数
）
も
書
い

て
、
１
月　

日
（
必
着
）
ま
で

２４

に
杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南

１６６

１
―　

―
７
社
会
福
祉
会
館
三

１６

階
）
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
協
議
会

℡
５
３
０
６
‐
１
０
１
０
�
５

３
０
６
‐
６
６
８
９
へ
。

※
�
他
の
区
市
町
村
と
の
重
複

登
録
は
で
き
ま
せ
ん
�
合
格

者
に
は
２
月　

日
か
ら
五
回

１５

の
研
修
会
を
行
い
ま
す
。 FAX

　

都
市
計
画
で
定
め
る
下
水
管

 
渠 
（
排
水
管
等
）
の
範
囲
が
下

き
ょ水

排
除
面
積
一
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
上
の
管
渠
と
な
っ
た
た

め
、
既
定
管
渠
の
大
部
分
を
都

市
計
画
か
ら
除
外
（
廃
止
）
し
、

一
部
を
変
更
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
計
画
案
に
つ
い

て
意
見
の
あ
る
方
は
、
縦
覧
期

間
中
に
都
知
事
へ
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

【
縦
覧
期
間
】
都
知
事
公
告

日
（　

月
４
日
予
定
）
か
ら
二

１２

週
間
【
縦
覧
場
所
】
都
市
計
画

課
（
区
役
所
西
棟
五
階
）
ま
た

は
東
京
都
都
市
計
画
局
相
談
情

報
課
（
新
宿
区
西
新
宿
２
―
８

―
１
都
庁
第
二
本
庁
舎
二
一

階
）【
意
見
書
の
提
出
先
】
東
京

都
都
市
計
画
局
都
市
計
画
課

（
同
二
一
階
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
区
・
都
市

計
画
課
へ
。

　

皆
さ
ん
の
募
金
は
、
寝
た
き

り
の
高
齢
者
や
在
宅
重
度
障
害

者
の
方
へ
の
見
舞
金
、
地
域
福

祉
活
動
に
使
わ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
の
「
た
す
け
あ
い
の
心
」
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、　

杉
並
区

社
会
福
祉
協
議
会
℡
５
３
０
６

‐
１
０
１
０
へ
。

柿
の
管
理
と
収
穫
を

体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

�
推
薦
を
受
け
付
け
ま
す

善
行
青
少
年
表
彰
候
補
者

�

�
国
民
年
金

　

歳
か
ら　

歳
の
未
加
入
の

２１

２４

方
へ
年
金
手
帳
を
送
り
ま
す

�

　

第
三
回
の
審
議
会
が
、　

月
１０

　

日
、
区
役
所
で
開
催
さ
れ
、

２７各
委
員
が
杉
並
区
の
将
来
像
、

ビ
ジ
ョ
ン
の
理
念
や
視
点
、
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
様
々
な

意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

主
な
意
見
の
要
約
を
紹
介
し

ま
す
。

▽
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
ほ
ど
地

域
の
個
性
が
重
要
に
な
る
。
壊

し
て
は
作
る
と
い
う
時
代
は
終

わ
っ
た
。
ス
ト
ッ
ク
の
再
生
と

修
復
的
活
用
を
行
い
、
杉
並
ら

し
い
個
性
的
な
地
域
形
成
が
必

要
。
杉
並
は
「
水
と
緑
を
大
切

に
し
て
、
環
境
共
生
の
モ
デ
ル

都
市
」
を
目
指
す
べ
き
。

▽
「
健
康
」
を
重
視
し
た
い
。

「
健
康
の
ま
ち
」
と
は
、
単
に

運
動
･
栄
養
･
休
養
だ
け
で
は

な
く
、
ふ
れ
あ
い
、
都
市
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
自
然
環
境
、
社

会
の
ル
ー
ル
、
に
ぎ
わ
い
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
都
市
の
条
件

を
整
え
た
と
き
に
実
現
で
き

る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
提
起
し
て
い
る

健
康
都
市
政
策
を
杉
並
区
に
適

用
し
、
杉
並
型
の
健
康
都
市
の

モ
デ
ル
を
世
界
に
発
信
し
て
い

き
た
い
。

▽
少
子
・
高
齢
化
の
中
で
活
力

の
低
下
が
心
配
。
若
者
が
集
ま

る
進
歩
的
で
学
べ
る
杉
並
に
し

た
い
。

▽
「
思
い
や
る
豊
か
な
心
」
を

ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
う
た
い
、
お

互
い
に
助
け
合
っ
て
生
き
て
い

く
こ
と
を
み
ん
な
で
認
識
し
合

う
ま
ち
に
し
た
い
。

▽
若
者
の
区
政
へ
の
関
心
が
低

い
。
き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
関
心

を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
、
区

の
情
報
を
多
く
の
若
者
に
提
供

し
、
杉
並
区
の
よ
い
と
こ
ろ
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
。

▽
ビ
ジ
ョ
ン
は
二
五
〜
三
五
年

ぐ
ら
い
の
長
期
的
な
視
点
か
ら

杉
並
の
将
来
像
、
方
向
性
を
考

え
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
区
民

の
視
点
に
立
っ
た
、
柔
ら
か
い

視
点
が
必
要
。

▽
こ
れ
か
ら
は
、
施
設
な
ど
を

地
域
に
平
均
的
に
配
置
す
る
よ

り
も
、
地
域
を
特
色
づ
け
て
い

く
こ
と
が
必
要
。

▽
杉
並
の
地
域
性
、
独
自
性
を

出
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
り
た

い
。

▽
区
政
は
区
民
と
行
政
が
協
働

し
て
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
区
民
が
企
画
・
計
画
段
階

か
ら
参
画
し
、
共
に
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
た

い
。

▽
ビ
ジ
ョ
ン
の
根
底
に
は
地
方

自
治
法
で
い
う
住
民
の
安
全
、

健
康
、
福
祉
の
保
持
が
貫
か
れ

て
い
る
こ
と
が
肝
要
。

▽
こ
の
他
、
障
害
者
に
配
慮
し

た
ま
ち
づ
く
り
、
区
民
の
健
康

増
進
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
、

少
子
化
対
策
な
ど
各
委
員
か
ら

幅
広
い
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
　
　
　

☆

　

次
回
、
第
四
回
審
議
会
は
、

　

月
７
日
�
午
後
３
時　

分
か

１２

３０

ら
区
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
す

（
傍
聴
も
で
き
ま
す
）。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課

へ
。
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杉
並
区　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
審
議
会
の
内
容

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２１

　

区
で
は
今
、
来
る　

世
紀
に

２１

向
け
て
、「　

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」

２１

づ
く
り
に
、
区
民
と
共
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
経
営

感
覚
を
取
り
入
れ
た
大
胆
な
区

政
の
改
革
な
ど
、
新
た
な
改
革

へ
の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
０
０
年
か
ら

２
０
０
１
年
ま
で
を
杉
並
区
の

新
た
な
出
発
の
時
期
と
と
ら

え
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
杉
並
区

に
住
ん
で
い
る
こ
と
に
誇
り
と

愛
着
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
記

念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
予
定

で
す
。
そ
の
内
容
を
検
討
す
る

た
め
、
若
手
区
職
員
二
一
名
に

よ
る
「　

世
紀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２１

検
討
会
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま

し
た
。

◇

　

検
討
会
で
は
、
検
討
を
い
か

す
た
め
次
の
二
つ
に
つ
い
て
の

ア
イ
デ
ア
な
ど
を
募
集
し
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

�
「
五
〇
万
区
民
の
心
を
一
つ

に
す
る
」
た
め
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

（
例：

か
が
や
け
杉
並　

）
２１

�
杉
並
区
に
誇
り
と
愛
着
を
感

じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
実
施
す

る
記
念
事
業
（
イ
ベ
ン
ト
、
催

物
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
）

　

応
募
は
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
�
３
３
１
２
‐
９
９
１
２

で
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１２

１５

に
企
画
課
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
課
へ
。

FAX

２
０
０
０
年
ミ
レ
ニ
ア
ム
と　

世
紀
に
向
け
た

２１

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
ア
イ
デ
ア
大
募
集
！

�
参
加
し
ま
せ
ん
か

男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市

サ
ミ
ッ
ト

�

手
話
通
訳
者
認
定
試
験

�
ご
覧
く
だ
さ
い

都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
案

��　

月
１
日
〜　

日

１２

３１

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

浜
田
山
み
ど
り
の
里

生
活
協
力
員

FAXによる問合せは
本紙掲載の記事についてフ
ァクシミリでの問合せをご
希望の方は、下記へ送信し
てください。広報課または
担当の課から回答します。

FAX．3312‐9911
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各
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
各

区
民
集
会
所
で
は
、　

〜
２
月

１２

の
各
種
教
室
を
左
表
の
と
お
り

開
き
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

（
材
料
費
や
傷
害
保
険
料
は
自

己
負
担
）
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
希
望
教
室
名
を
明
記
し
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、　

月　

日
（
消
印

１２

２０

有
効
）
ま
で
に
該
当
の
施
設

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
該
当
の
施

設
へ
。

※
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
で
の
託

児
（
３
歳
〜
就
学
前
）
希
望

者
は
、
ハ
ガ
キ
に
「
託
児
希

望
」と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
す
る
た
め

の
事
前
講
習
会
で
す
。

　

【
日
時
・
定
員
】
右
下
表
の

と
お
り
【
対
象
】
高
校
生
以
上

の
健
康
な
方
（
た
だ
し
、
中
学

生
も　

歳
以
上
の
方
の
同
伴
が

１６

あ
る
場
合
は
可
）【
参
加
費
】
二

〇
円
（
傷
害
保
険
料
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
記
入
例
参
考
）
に
希
望

日
（
第
二
希
望
日
も
）
も
書
い

て
、　

月　

日
（
消
印
有
効
）

１２

２０

ま
で
に
該
当
の
施
設
へ
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１８

６
時　

分
開
演
【
出
演
】
ト
ラ

２５

ン
ペ
ッ
ト
＝
和
泉
澤
義
久
、
ピ

ア
ノ
＝
和
泉
澤
千
春
、
ボ
ー
カ

ル
＝
長
南
圭
子
【
定
員
】
八
〇

名
（
先
着
順
）【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

午
後
の
ひ
と
と
き
、
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
に
ク
リ
ス
マ
ス
ソ

ン
グ
が
流
れ
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１８

２
時
〜
３
時
【
出
演
】
ハ
ン
ド

ベ
ル
＝
リ
ン
グ
・
リ
ン
グ
・
シ

ス
タ
ー
ズ
、
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ

＝
ロ
ス
・
ボ
ル
ラ
ー
チ
ョ
ス

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、直
接
会
場
へ
。　

　

救
命
の
手
助
け
が
で
き
る
た

め
の
講
習
で
す
。

　

【
日
時
】
２
月
６
日
�
午
前

９
時　

分
〜
午
後
０
時　

分

３０

３０

（
雨
天
決
行
）【
定
員
】
三
〇
名

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
記
入
例
参
照
）
で
、　
１２

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ

２４
ン
タ
ー
へ
。
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
。

　

地
域
の
方
の
手
作
り
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

　

【
日
時
】
２
月　

日
�
午
前

１９

　

時
〜
午
後
４
時
、　

日
�
午

１０

２０

前　

時
〜
午
後
３
時
【
対
象
】

１０
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

の
個
人
作
品
【
出
展
料
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
記
入
例
参
照
）
に
作
品

の
種
類
・
点
数
も
書
い
て
、　
１２

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ

３１
ン
タ
ー
へ
。

※
会
場
の
都
合
上
、
ご
希
望
に

添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１１

２
時
〜
４
時
（
１
時　

分
開

４５

場
）【
出
演
】
阿
佐
谷
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
指
揮

＝
西
内
荘
一
【
曲
目
】
ヘ
ン
デ

ル
＝
合
奏
協
奏
曲
、
エ
ル
ガ
ー

＝
序
奏
と
ア
レ
グ
ロ
、
横
山
淳

編
曲
＝
ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド
レ
ー

な
ど
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

ア
ー
ト
ペ
イ
ン
ト
液
を
使
い

立
体
的
な
絵
に
仕
上
げ
る
手
作

り
ア
ー
ト
で
す
。

　

【
日
時
】
１
月　

日
�
午
前

２１

　

時
〜
正
午
【
定
員
】
三
〇
名

１０【
参
加
費
】
九
五
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
記
入
例
参
照
）
で
、　
１２

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ

２０
ン
タ
ー
へ
。

　

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
後

１２

１２

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
出

３０

３０

演
】
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ク
ロ
イ

フ
ェ
【
内
容
】
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

四
重
奏
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
曲

【
定
員
】
九
〇
名
（
先
着
順
）

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

【
日
時
】
１
月　

日
�
午
後

２２

２
時
開
演
（
１
時　

分
開
場
）

３０

【
出
演
】
サ
ム
・
モ
レ
ー
ノ
と

「
エ
ス
ト
レ
ー
ジ
ャ
ス
」【
曲

目
】
ベ
サ
メ
・
ム
ー
チ
ョ
、
あ

る
恋
の
物
語
、
キ
エ
ン
・
セ

ラ
、
マ
リ
ア
・
エ
レ
ー
ナ
、
ス

タ
ー
・
ダ
ス
ト
、
淡
き
光
に
ほ

か
【
定
員
】
八
六
名
【
入
場
料
】

無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
４
面
記
入
例
参
照
）
で
、　
１２

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ

２０
ン
タ
ー
へ
。
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
。

高
円
寺
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

阿
佐
谷
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

下
高
井
戸
区
民
集
会
所

◇
ポ
イ
ン
ト
方
式
の
住
宅

　

母
子
世
帯
・
高
齢
者
世
帯
・

心
身
障
害
者
世
帯
・
多
子
世
帯
・

特
に
所
得
の
低
い
一
般
世
帯
・

車
い
す
使
用
者
世
帯
向
け
住
宅

の
募
集
で
、
住
宅
に
困
っ
て
い

る
度
合
い
の
高
い
世
帯
か
ら
順

に
登
録
し
、
住
宅
を
あ
っ
旋
す

る
も
の
で
す
。

【
募
集
戸
数
】
一
八
〇
〇
戸

内
訳

母
子
世
帯 

七
五
〇
戸

高
齢
者
世
帯 

五
三
一
戸

心
身
障
害
者
世
帯 

三
二
六
戸

多
子
世
帯 

一
三
五
戸

特
に
所
得
の
低
い
一
般
世
帯

 

二
五
戸

車
い
す
使
用
者
世
帯 

三
三
戸

◇
単
身
者
向
住
宅

　
　

歳
以
上
の
方
、
身
障
者
手

５０
帳
四
級
以
上
の
方
な
ど

【
募
集
戸
数
】
六
二
〇
戸

◇
単
身
者
用
車
い
す
使
用
者
向

住
宅

　

身
障
者
手
帳
二
級
以
上
の
方

な
ど

【
募
集
戸
数
】
八
戸

◇
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
住
宅

　
　

歳
以
上
の
単
身
者
ま
た
は

６５
二
人
世
帯
の
方

【
募
集
戸
数
】
二
二
八
戸

◇
多
家
族
世
帯
向
住
宅

　

原
則
と
し
て
五
人
以
上
の
世

帯
の
方

　

【
募
集
戸
数
】
七
一
戸

◇
申
込
資
格

　

�
都
内
に
引
き
続
き
三
年
以

上
居
住
す
る
成
年
者
で
そ
の
こ

と
が
住
民
票
な
ど
で
証
明
で
き

る
こ
と
（
た
だ
し
、「
車
い
す
使

用
者
世
帯
向
け
住
宅
」
に
つ
い

て
は
、
申
込
日
現
在
居
住
し
て

い
れ
ば
申
し
込
み
で
き
ま
す
）

�
所
得
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内

で
あ
る
こ
と
な
ど

◇
申
込
用
紙
配
布
期
間
・
場
所

　
　

月
１
日
�
〜
８
日
�
（
休

１２
日
を
除
く
）
の
間
に
、
住
宅
課

（
区
役
所
西
棟
五
階
）、
出
張

所
、
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
、
福

祉
事
務
所
で
配
布
し
ま
す
。

◇
申
し
込
み
方
法

　

申
し
込
み
は
、
郵
送
で　

月
１２

１
日
�
〜
８
日
�
の
消
印
が
あ

り
、　

月　

日
�
ま
で
に
渋
谷

１２

１３

郵
便
局
（
ポ
イ
ン
ト
方
式
は
都

庁
）
に
届
い
た
も
の
が
有
効
で

す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
住
宅
課

へ
。

�　

〜
２
月
の 

各
種
教
室

１２

�
１
月
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

使
用
講
習
会

�

〈１月のトレーニング機器使用講習会〉

定員午後６時
　　～９時

午後２時
　～５時

午前１０時　
～午後１時

時間

会場
各回１２名１１、１７日２３、２９日―永福和泉地域区民センター
各回１０名２１日１６日３０日高円寺地域区民センター
各回８名２９日２６日１２、２０日阿佐谷地域区民センター
各回１０名―８、２３日１９、２８日西 荻 地 域 区 民 セ ン タ ー
各回１０名―２９日１６日井 草 地 域 区 民 セ ン タ ー
各回１０名２４日２７日９、１８日高井戸地域区民センター

荻
窪
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

�
土
曜
日
の
音
楽
会

―
や
さ
し
く
な
れ
た
ら
…

冬
の
小
さ
な
コ
ン
サ
ー
ト

�

ク
リ
ス
マ
ス
の
小
さ
な
音
楽
会

身
に
つ
け
よ
う
！

す
ぐ
に
役
立
つ
応
急
手
当

普
通
救
命
講
習
会

で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
作
品
展

作
品
募
集

ク
リ
ス
マ
ス

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
�7
Vol

ア
ク
リ
ル
七
宝
ア
ー
ト

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

―
ラ
テ
ン
音
楽
を
あ
な
た
に

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

都
営
住
宅
入
居
者
募
集

都
営
住
宅
入
居
者
募
集

ポ
イ
ン
ト
方
式
・
単
身
者
向
・
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
・　

多
家
族
世
帯
向　

〈１２～２月の各種教室〉

材料費等開催日・時間教室・講座名／講師名（定員）
�永福和泉地域区民センター

無料１２月１１日
午後２時３０分～３時３０分

土曜おはなし会／おはなしのグ
ループ ������ （参加自由）

無料
１２月１８日

午後２時～３時３０分
 ���� （申し込み不要）

クリスマス・スペシャル～冬を
楽しむおはなし ����� （２４）

�下高井戸区民集会所
２０円

（保険料）
１月１４・２１・２８日

午後１時～３時
フォーク・ダンス～初心者対象
／吉井美千子 ������ （２０）
�高円寺地域区民センター

５，０００円１月１１・１８・２５日
２月１・８日 ��� 午後

和食でおもてなし／村田裕子
 ���� （２４・締切日１２月１５日）

３，５００円１月１６・２３・３０日
２月６・１２日 ��� 午後和紙工芸／金澤久男 ��� （２０）

１００円１月１５・２２・２９日
２月５・１９日 ��� 午前障害者向けのスポーツ教室  （２０）

�阿佐谷地域区民センター

無料１月１３・２７日
２月１０・２４日 ��� 午後

荻窪ゆかりの文学～太宰ほか人
と作品について／掛川久 � （２５）

無料１月２２日 ����� 午後初心者の登山の心得～地図の見
方や山歩きの基礎／中西章  （２５）

無料２月２５日 ����� 午後美しく歳を重ねるために～冬の
お肌の手入れ／広瀬政子 � （３０）

２０円
（保険料）

１月２４・３１日
２月７・１４・２１日 � 午後
（締切日１２月３１日）

はじめてのフラメンコ／小松原
庸子（スペイン舞踊団）
 ������� （３０・女性のみ）

無料１２月１８日
午後２時～３時３０分

土ようえほんとおはなしの会ス
ペシャル～クリスマス会
 ��������� （参加自由）

無料１２月４日  午後２時～３時土ようえほんとおはなしの会
 ��������� （参加自由）
�荻窪地域区民センター

無料※１２月１２日 ����� 午後おもちゃの病院～こわれたおも
ちゃを修理します � （参加自由）

１，６００円
（材料費）

１月１２・１９・２６日
２月２・９・１６日 � 午前

日本画～とにかく一枚描いてみ
ましょう／牧田彩里 ��� （２０）
�井草地域区民センター

無料１月２６日
２月２日 ����� 午前

循環型社会をめざして～リサイ
クル型社会のために／小澄龍太
郎、大橋とも子 ����� （３０）

無料※１２月１１日  午後２時～４時
 �� （受付修了３時３０分）

おもちゃの病院～こわれたおも
ちゃを修理します／松尾達也
 ��������� （参加自由）
�四宮区民集会所

７００円
（材料費）

１月１４・２１・２８日
２月１８・２５日 ��� 午前
３月１０・１７・２４日

春先のベストを手編みで～白モ
ヘアをあしらって／金子保子
 ������������ （２０）
�高井戸地域区民センター

無料１２月１８日  午後２時～３時
 ������ （参加自由）

おはなしひろばクリスマススペ
シャル～がらくたおもちゃ箱に
よるパーティーをしようよ

無料
１２月４・１１日

午後２時～３時
 ������ （参加自由）

おはなしひろば／バンビぶん
こ、ロバの会

（注）１．回約２時間。時間はおおむね、午前は１０時、午後は１時３０分から。
　　２．※は、実費がかかる場合があります。

地域区民センター ℡5300－9411
〒１６８－００６３　和泉3－8－18 �第２・第４水曜日、１５日永福和泉
区民集会所 ℡3322－4225
〒１６８－００６２　方南1－27－8 �第１・第３水曜日方　南
区民集会所 ℡5374－6192
〒１６８－００７３　下高井戸3－26－1 �第３水曜日下高井戸
地域区民センター ℡3317－6611
〒１６６－００１１　梅里1－22－32 �第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

高円寺
（セシオン杉並）

区民集会所 ℡5340－6272
〒１６６－００１２　和田2－31－21 �第１・第３月曜日和　田
地域区民センター ℡3314－7211
〒１６６－０００４　阿佐谷南1－47－17 �第２・第４火曜日、第３水曜日阿佐谷
区民集会所 ℡3317－3310
〒１６６－００１１　梅里2－34－20 �第１・第３火曜日梅　里
地域区民センター ℡3398－9125
〒１６７－００５１　荻窪2－34－20 �第２・第４月曜日、２０日荻　窪
区民集会所 ℡5310－4633
〒１６７－００３１　本天沼2－12－10 �第１・第３月曜日本天沼
地域区民センター ℡3301－0811
〒１６７－００３４　桃井4－3－2 �第２・第４水曜日、１０日西　荻
区民集会所 ℡3335－5444
〒１６７－００５３　西荻南3－5－23 �第２月曜日西荻南
地域区民センター ℡3301－7720
〒１６７－００２２　下井草5－7－22 �第１・第３木曜日、第３木曜日の前日井　草
区民集会所 ℡3395－5085
〒１６７－００２３　上井草2－28－13 �第２・第４火曜日四　宮
区民集会所 ℡3394－0989
〒１６７－００２１　井草1－3－2 �第２水曜日八　成
地域区民センター ℡3331－7841
〒１６８－００７２　高井戸東3－7－5 �第１・第３月曜日、２０日高井戸
区民集会所 ℡3329－0605
〒１６８－００７４　上高井戸1－15－5 �第２・第４月曜日上高井戸
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食
中
毒
は
、
夏
の
暑
い
時
期

だ
け
で
な
く
、
冬
場
に
も
起
こ

り
ま
す
。

　

今
回
は
、
冬
の
味
覚
「
カ
キ
」

と
身
近
な
素
材
「
卵
」
に
つ
い

て
、
衛
生
面
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。

▽
カ
キ
＝
下
痢
を
起
こ
す
ウ
イ

ル
ス
が
い
る
こ
と
が
あ
り
、
そ

れ
に
よ
る
食
中
毒
は
主
に
冬
場

に
多
く
発
生
し
ま
す
。
し
か

し
、
ウ
イ
ル
ス
は
加
熱
調
理
を

す
る
と
死
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

カ
キ
に
は
「
生
食
用
」
と
「
加

熱
用
」
が
あ
る
の
で
、
生
で
食

べ
る
と
き
は
必
ず
「
生
食
用
」

の
表
示
が
あ
る
も
の
を
選
び
買

っ
た
日
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▽
卵
類
＝
生
卵
の
中
に
は
、
ま

れ
に
食
中
毒
を
起
こ
す
サ
ル
モ

ネ
ラ
菌
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
予
防
対
策
と

し
て
、
今
年　

月
か
ら
新
た
に

１１

鶏
の
卵
に
つ
い
て
表
示
基
準
が

で
き
ま
し
た
（「
生
食
用
」「
加

熱
加
工
用
」
の
別
、
期
限
表

示
、
保
存
方
法
な
ど
）。
買
う

と
き
に
は
表
示
を
よ
く
確
認
し

て
ひ
び
割
れ
の
な
い
新
鮮
な
も

の
を
選
び
、
家
に
帰
っ
た
ら
す

ぐ
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

調
理
の
時
に
は
絶
対
に
卵
を
割

り
置
き
せ
ず
、
中
心
ま
で
し
っ

か
り
加
熱
し
ま
し
ょ
う
。

◇
食
品
衛
生
歳
末
一
斉
監
視
を

実
施
し
ま
す

　

保
健
所
で
は
、　

月
１
日
か

１２

ら
「
食
品
衛
生
歳
末
一
斉
監
視

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。
食
品

を
選
ぶ
と
き
は
、
取
り
扱
い
が

よ
く
、
温
度
管
理
が
し
っ
か
り

さ
れ
た
店
で
、
表
示
を
確
か
め

て
買
い
ま
し
ょ
う
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
保
健

所
生
活
衛
生
課
食
品
衛
生
担
当

℡
３
３
９
１
‐
１
９
９
１
へ
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１２

１４

９
時　

分
〜
正
午
【
会
場
】
高

３０

井
戸
保
健
セ
ン
タ
ー
【
内
容
】

�
糖
尿
病
が
心
配
な
人
の
外
食

の
選
び
方
、
調
味
料
の
考
え
方

�
食
事
療
法
を
長
続
き
さ
せ
る

コ
ツ
【
講
師
】
慈
恵
会
医
科
大

学
管
理
栄
養
士
・
蒲
池
桂
子
さ

ん
【
定
員
】
三
〇
名
【
参
加
費
】

無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
同
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。

　

【
日
時
】　

月　

日
�
午
前

１２

１４

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
上
井
草

１０保
健
セ
ン
タ
ー
【
講
師
】
医

師
・
川
嶋
浩
一
郎
さ
ん
【
対

象
】
一
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の

保
護
者
【
定
員
】
二
〇
名
【
費

用
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

※
託
児
あ
り
。

　

【
日
時
・
会
場
・
定
員
】
左

表
の
と
お
り
【
内
容
】
身
体
測

定
・
骨
密
度
測
定
の
結
果
に
基

づ
く
医
師
の
診
察
と
保
健
・
栄

養
の
個
別
指
導
【
対
象
】
区
内

在
住
の　

歳
〜　

歳
の
方
【
費

１８

６５

用
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

に
「
骨
の
健
康
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）、
性
別
、
年
齢
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
、
返
信
用
の

あ
て
先
を
書
い
て
、　

月　

日

１２

１０

（
必
着
）
ま
で
に
管
轄
の
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
各
保
健
セ

ン
タ
ー
へ
。

※
受
診
日
・
受
付
時
間
は
ハ
ガ

キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
子
育
て
支
援

　

�
事
故
防
止
�
自
主
グ
ル
ー

プ
の
紹
介
�
土
曜
日
の
パ
パ
・

マ
マ
学
級
な
ど

◇
冬
の
食
品
衛
生

　

�
冬
場
に
多
い
カ
キ
の
食
中

毒
�
表
示
方
法
の
変
わ
っ
た
卵

�
カ
ビ
�
冷
蔵
庫
の
正
し
い
使

い
方
な
ど

　

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
計
画

課
へ
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
麻
酔
作
用

に
よ
り
脳
を
マ
ヒ
さ
せ
、
肝
臓

で
分
解
さ
れ
る
性
質
を
持
つ
依

存
性
の
あ
る
薬
物
で
す
。
酒
の

も
た
ら
す
功
罪
は
、
ア
ル
コ
ー

ル
を
よ
く
知
っ
て
上
手
に
つ
き

合
え
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。

▽
「
百
薬
の
長
」
と
し
て
の
酒

＝
人
間
関
係
の
円
滑
化
、
精
神

安
定
作
用
、
ス
ト
レ
ス
解
消
、

善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や

し
動
脈
硬
化
を
予
防
、
食
欲
増

進
、
消
化
液
の
分
泌
を
促
進

▽
「
悪
魔
の
水
」
と
し
て
の
酒

＝
肝
臓
や
す
い
臓
を
始
め
と
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
臓
器
の
障
害
、

糖
尿
病
や
高
血
圧
、
酔
い
つ
ぶ

れ
て
人
間
関
係
悪
化
、
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
な
ど

�
酒
と
の
上
手
な
つ
き
合
い
方

・
食
べ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
飲

む
。

・
日
本
酒
な
ら
一
日
一
〜
一
・

五
合
、
ビ
ー
ル
な
ら
中
び
ん
二

本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
シ
ン
グ

ル
三
杯
ま
で
（
個
人
差
あ
り
）。

・
週
に
二
日
は
休
肝
日
を
。

・
定
期
検
診
を
受
け
る
。

　

問
い
合
わ
せ
・
相
談
は
、
各

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

糖
尿
病
講
習
会

� 
骨
粗
鬆
症 
の
予
防
に

こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

骨
の
健
康
ク
リ
ニ
ッ
ク

１
〜
３
月
の
受
診
者
募
集

�

保健衛生部保健計画課
℡３３１２－２１１１（代）
FAX　３３１２�９９１４

〒１６６�８５７０　阿佐谷南１�１５�１

杉並保健所生活衛生課
℡３３９１－１９９１
FAX　３３９１�１９２６

〒１６７�００５１　荻窪５�２０�１

杉並保健所健康推進課
℡３３９１－１０１５
FAX　３３９１�１９２７

〒１６７�００５１　荻窪５�２０�１

杉並保健所保健予防課
℡３３９１－１０２５
FAX　３３９１�１９２７

〒１６７�００５１　荻窪５�２０�１

荻窪保健センター
℡３３９１－００１５
FAX　３３９１�１９２６

〒１６７�００５１　荻窪５�２０�１

高井戸保健センター
℡３３３４－４３０４
FAX　３３３４�４５２５

〒１６８�００７２　高井戸東３�２０�３

高円寺保健センター
℡３３１１－０１１６
FAX　３３１１�４８７１

〒１６６�０００３　高円寺南３�２４�１５

上井草保健センター
℡３３９４－１２１２
FAX　３３９４�６３３０

〒１６７�００２３　上井草３�８�１９

和泉保健センター
℡３３１３－９３３１
FAX　３３１３�４３８４

〒１６８�００６３　和泉４�５０�６

休日などの
急病診療など
夜間・土曜・日曜・祝
日などに急病のときは
まずお電話を。健康保
険証などを持参のうえ
お越しください。

℡3391－1599
●平日の夜間●

午後７時～午後９時３０分
※小児科のみ

●土　　　曜●
午後１時～午後９時３０分
●日曜・祝日●

午前９時～午後９時３０分

℡339８－５６６６
●日曜・祝日●
午前９時～午後４時

℡3391－５５３９
●平日の夜間●
午後７時～午後１０時
●土　　　曜●
午後１時～午後１０時
●日曜・祝日●
午前９時～午後１０時

外 科
内科・小児科

耳鼻咽喉科

歯 科

調 剤 薬 局

◆１月の無料がん検診◆　問い合わせは、各保健センターへ。

申し込み方法定員受診できる方実施日時会　場　

希望日の２週前の火曜日
までにハガキで杉並区医
師会胃がん検診担当（〒
１６６－０００４阿佐谷南３－４８－
８℡３３９２－４１１４）へ

５０名

３５歳以上の区民

１月の毎週月・木・
金・土曜日
午前９時～午前中
(1・３・６・７
・８・１０日除く）

保健医療
センター

（荻窪５－２０－１）

胃
が
ん
検
診

１月４日までにハガキで
高井戸保健センターへ５０名１月１８日�

午前９時～１１時
高井戸
保健センター

１月５日までにハガキで
高円寺保健センターへ５０名１月１９日�

午前９時～１１時
高円寺
保健センター

１月１４日までにハガキで
和泉保健センターへ５０名１月２８日�

午前９時～１１時
和泉
保健センター

１月７日までにハガキで
荻窪保健センターへ３０名

荻窪保健センタ
ー管内に住む３０
歳以上の方

１月２６日�
午前１０時～１１時

東京都がん
検診センター
（千代田区神
田駿河台２－５）

子
宮
が
ん
検
診

１月１１日までにハガキで
高井戸保健センターへ３５名

高井戸保健セン
ター管内に住む
３０歳以上の方

１月２５日�
午前９時～１０時

１２月２４日までにハガキで
高円寺保健センターへ３５名

高円寺保健セン
ター管内に住む
３０歳以上の方

１月７日�
午前９時～１０時

（注）１．次の①～④に該当する方は、胃がん検診は申し込みできません。①胃の手術を受けた方
②現在、胃および十二指腸の疾病治療中または経過観察中の方③おおむね１年以内に区実
施の胃がん検診を受けた方④妊娠中の方（疑いのある方を含む）。２．ハガキ（１人１検診に
つき１枚）には、１月の胃（または子宮）がん検診と明記し、住所・氏名（フリガナ）・生
年月日・年齢（１２年３月３１日現在）・性別・電話番号・受診希望日を書いてください。３．申
込締切日は、必着。４．申し込み多数の場合は、抽選。受診の可否・受付時間は、後日お知
らせします。

�
冬
で
も
油
断
大
敵
！

一
年
中
起
こ
る
食
中
毒

適
量
飲
酒
の
す
す
め

酒
と
上
手
に
つ
き
合
う

〈骨の健康クリニック〉
月　日

会　場
３月２月１月
１日１日５日荻窪保健センター
２３日２４日２７日高井戸保健センター
１３日１４日１７日高円寺保健センター
２８日２２日２５日上井草保健センター
２日３日ー和泉保健センター

（注）１.時間は、いずれも午後。
　　２.定員は１８名程度。

リ　サ　イ　ク　ル　自　転　車

１２月のクリーンサイクルの販売日
１２月６日（月）午後１時～。のぼり旗のある自転
車販売協力店で。申込み多数の場合は、抽選。
一台９３００円（防犯登録・ＴＳマーク/消費税込み）
�問合せ：�杉並区障害者雇用支援事業団

℡５３８２―２０８１/ＦＡＸ５３８２―２０８３

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〜　

月
の
ご
寄
付
〜

１０
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　ハンディキャブ車は、体に障害があるために外出
の難しい方が、車いすごと乗れる車です。ご寄付い
ただいた車は、杉並区社会福祉協議会から�「友愛
の灯協会」のハンディキャブ運営委員会に贈られ、
障害者の方の外出や社会参加のため活躍していま
す。

◇
福
祉
（
現
金
）

　

▽
杉
並
区
民
生
児
童
委
員

協
議
会
＝
一
万
三
八
三
六
円

▽
す
ぎ
な
み
青
い
鳥
＝
五
四

万
三
五
七
三
円
▽
杉
並
を
明

る
く
住
み
よ
く
す
る
会
＝
三

七
万
七
三
円
▽
杉
並
区
商
店

会
連
合
会
青
年
部
＝
三
万
四

五
〇
〇
円

　

問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
課

へ
。

☆

◇
福
祉
（
物
品
）

　

▽
高
南
一
地
区
テ
レ
ビ
共

同
受
信
組
合
＝
ハ
ン
デ
ィ
キ

ャ
ブ
車
・
点
字
プ
リ
ン
タ
・

パ
ソ
コ
ン

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
区

社
会
福
祉
協
議
会
℡
５
３
０

６
‐
１
０
１
０
へ
。

健
診
・
検
診

お
知
ら
せ

教
室
・
講
座

小
児
科
へ
の

上
手
な
か
か
り
方

　

月
の
杉
並
保
健
所

１２エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

２３区の家庭の
粗大ごみの
回収申込みは

粗大ごみ受付センター

℡５２９６‐７０００へ

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �


